
どもの支援ができればいいなと思っています。それはなぜかというと、私が年を

取って、私を見てくれるとしたら、この池田さんや池田さんの子どもたちなので

す。

野山 ありがとうございました。皆さんの言ったことのキーワードを取って、最

後にちょっとだけまとめて終わりにしたいと思います。たまたま藤田さんが、対

話というフレイレの言葉を持ってきました。対話というときに象徴的なのは、北

川さんの教室でのご主人や家族を巻き込んだ誓約書作りです。第三者も巻き込ん

で対話に持ち込んで、ちゃんと理解してもらって、教室に来たときにはすべてに

意思疎通ができるような状態をつくっていく。子どもへの対応もそうです。対話

を心掛けているのだろうと思います。

それから、池田さんを自分の教え子と思っている感覚というのはどういう意味

合いかというと、今日の言葉で言うと、人が人として人らしく生きるための学校

として教室が存在する。そこで教えた教師としては、そう思っていらっしゃる。

池田さんもそう思い始めてくれて、先ほど人の絆、家族の絆をまた感じて勉強し

たいというふうに言ってくださったわけですが、この絆という言葉は、今日の言

葉で言うと、石井さんが連鎖、玉突きという言葉で表現していました。まさに北

川さん本人の希望の中では、連鎖、玉突きの後、人の循環、継承というのが始ま

らなければ続かない。子育ての問題、年少者の教育という問題も、その連鎖の問

題です。

その循環をしていくときにとても重要なのは、高木さんの言葉を借りて言えば、

他者を配慮する位置取りをいかにつくっていくのかということです。地域におい

て他者というのは、地域の周り全体です。そこで自分の位置取りを確認した後、

いかに配慮して生活をキチンと安定し、家族の絆を感じるかということを実感し

てきた人が池田さんです。その中で、どんなふうに日本語を学べばいいのか。あ

るいは、中国語をどのタイミングで娘さんに伝えればいいのかということをしっ

かりやってきた方の代表格の人だと思います。そのことによって、これも高木さ

んが言ったことですが、いろいろな町の行事に参加しつつも、個性的になってい

くという話をしました。つまり、池田さんはいろいろな行事に参加して、その成

果として、その経過として、中国語の講師として個性的な力を発揮したわけです。

これがまさに、まちづくりに参加し、貢献したということにつながったわけです。

今日のキーワードの中に埋め込まれたいろいろな思いや、いろいろな意味とい

うのが、今のお話の感想の中でいろいろつながっていく部分があったので、それ

を思い切りまとめてみました。
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